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事業費（人件費除く）の財源内訳

フォーラム＆交流会

797 797300 678

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等
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Ａ
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財
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国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債

678 797 797 797（Ａ） 事      業      費 300 300

人 1,440

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 1,740 1,740 2,118 2,237 2,237 2,237

人 1,440 人件費（Ｂ） 0.2人 1,440 人件費（Ｂ） 0.2人 1,440 人件費（Ｂ） 0.2人 1,440 人件費（Ｂ） 0.2

　 Σ 797

事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.2 人 1,440 人件費（Ｂ） 0.2

　 Σ 797 事業費計(A)　 Σ 797 事業費計(A)　 Σ 678 事業費計(A)
　

事業費計(A) 　 Σ 300 事業費計(A) 　 Σ 300 事業費計(A)
　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　進捗率

(％)
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工事

（メディカルバレー（メディカルバレー（メディカルバレー（ＫＮＳ＆メディカル
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(千円)
フォーラム＆交流会 0 フォーラム＆交流会
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（産学官連携セミナー）
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平成１９年度 決算内容

(千円)

三重ＴＬＯ特別会員負担金

委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成２２年度 計画内容 平成２３年度 計画内容 平成２４年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位

平成２０年度 決算内容 平成２１年度 計画内容
金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

総事業費 千円

進
　
捗
　
状
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年度

拡大
大きなフォーラムの開催だけではなく、三重大学との連携の可能性のあるテーマをもって、小規模のセミナーや交流会などを開催し、自
主的なネットワークや研究会を組織され、企画・運営できる受け皿の団体を育成する。21年度からみえメディカル研究会の１部会が伊賀
拠点で持たれるほか、先端テクノロジー研究会なども開催する。

4 市内の類似施設

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3 規模・構造 年間運営費 千円

Ａ

2 建設面積（延床面積）

配置（予定）人員 人

効率性 4
今年度は三重大学発による産学官連携セミナーであったため、全額三重大学の経費負担で行った。

1 建設用地 運営主体

　委託先

有効性 4
産学官連携伊賀研究拠点施設が完成し、連携の必要性を感じている企業が増加しているが、ネットワークや研究会など
の組織化にまで至っていない。今後はネットワークや研究会との連携により事業展開を検討しなければならない。

達成度 2
三重大学発による産学官連携伊賀研究拠点のPRや研究シーズの発信を行い、また環境や農業等のテーマを講演題材
にすることにより多数の参加者を得ることができた。

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

事
業
内
容

産学官民の連携を図るためのフォーラムおよび交流会の開催
20年度は産学官連携セミナーを開催し、1回目の7月には、セミ
ナーに128人、交流会に75人の参加で交流を深めた。2回目を
1月に開催し、146人がセミナーに、62人が交流会に参加した。
特に20年度は拠点の整備もあって、産学官連携が現実のもの
となってきている、という意識が参加者にも芽生えた。

状
況
変
化
等

産学官連携地域産業創造センター「ゆめテクノ伊賀」の有
効的な利活用を図るためにも、幅広くPRすることが出来る
テーマをもって開催する。
また、地域にはメディカル関係の企業が集積されており、
そのニーズに応えるセミナーも開催する。
昨年度よりセミナーを多く開催することで、より多くの人を
集め、更なる事業展開やＰＲを図る。

必要性 4
産学官連携伊賀研究拠点施設設置主体である財団法人伊賀市文化都市協会と共同して拠点施設の利用促進を図れる
うえ、三重大学、地域企業とともに連携することが重要である。

関連事業
終了年度 平成 年度

開始年度 平成 16 年度

（※対象件数

根拠法令・要綱等

実績 実績

目標目標

250
実績 236 実績 282

181 目標 188
350フォーラム・交流会参加者数

開催回数ではなく多くの参加者が集まる魅
力的なフォーラム開催としたい

人
目標

目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H19 H20 H21 H22

市内に集積する薬事関連企業を含む市内企業及び各種団
体

産学官民連携によるセミナーやフォーラムを開催し交流の場を設
けることにより、企業関係者の人的ネットワークを形成していくこと
により、新たな事業展開や産学連携・産産連携による起業等が促
進される。

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値

伊室　春利 連絡先
22 9672

(内線) 2751
担当部課

コード １６０５００ 評価者
氏　名名称 産業振興部商工観光課

目標

実績

目標

実績

基本計画該当頁 169 行革大綱の重点事項番号

細々目 01 企業立地促進経費 実績 実績

目標 目標103 企業立地促進経費
施　策 1 産学官民連携による交流や事業展開等の促進

細目

4 3
目 02 商工振興費 実績 2 実績 2

目標 3 目標 301 商工費
フォーラム・交流会開催回数 回

01

基　本
施　策

46 地元に魅力的な雇用の場をつくる
項

07 商工費 H19 H20
事業名 653-1 産学官連携の推進

会計

款

一般会計
活動指標 単位

事業類型

実績値

Ⅰ ソフト事業

目標値

H21 H22

２次評価対象分単独

コード 名               称 区分 コード 名            称

事業種別 継続

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


